
lはたの郷土館企画展

「小室遵生誕120年展」

1斗2掌23.㊤畳23.e



lはたの郷土館
〒989-1603柴田郡柴田町船岡西一丁目6-26

電話0224-55-0707 FAX O224-58-1 91 1



「小室連　誕生120年展」

開催にあたって
小室達が誕生して120年になります。

昨年は、小室が制作活動に打ち込み、生酒をしていた東京で「小室達展」が開催

されました。永らく待望されながら、なかなか実現できませんでしたが、その東京で

の「小室達展」の開催が緑で各方面から情報や作品が当館に寄せられました。

今まで知られていなかった作品も多く確認されました。中でも今回は木彫作品を

主に展示します。小室は塑像家なので木彫家のように直接木材に線を引き彫刻刀

で彫ることはしません。まず、粘土で型をつくりそれを石軒像にしてそこから木に星

取りをして彫りこんでいきます。原型となる石朽俵には赤い点が見られます。これが

星取りの跡です。本来は石膏像をすっかり写すことが基本ですが、やはり、バランス

や雰囲気などを考えて調整をしています。

また、 「素材による作品の質感の遭い」 「伊達政宗騎馬像関連資料」 「東京での展

示作品など」3つのテーマで展示します。

木彫ブロンズ・陶彫作品とその原型である石帝像とを見比べてください。細やか

な調整の跡が見つかると思います。

また、クラウドフアンデインクにより、小室の石膏作品をブロンズ化しましたので、

質感を見比べてください。

小室連略年表

1899　8月10日柴田郡槻木村人開田(現業田町)
(昭治32)に、小室源百・かよの三男として生まれる

1913　白石中学校入学
(大正2)

1919　東京美術学枚(現東京墓術大学等)彫刻
(大正8)科人学

1922　第4回帝展に「想」初入選、美術学校卒
(大正11)業後研究科に進む

1924　弟5回帝展「曙光」人選、(一條旅館、船岡駅)
伏正13)帝都復興記念会同彫塑展「淵」妙技青田

席、 「清治」 「自画像」

1925　近藤静子(千葉県生まれ)と結婚。集る
(大正14)回帝展に「構想」特選(槻木小、県美術

館、槻木中)帝都復興記念会同彫塑展
「すがた」人選、見合彫塑全会貝になる

1926　第7回帝展に「洗心」無鑑査となる。長女
(大正15)りり子生まれろ。「北條伊平・千代夫妻像」

1929　第10回帝展に「舞」出品。「亘理進先生
(昭和4)之像」 「疋田浬猷先生之像」

1930　第11回帝展に「念」出品。「一力倣治郎
(昭和5)像」 「高山善右衛門像」。第2回聖徳太

子奉賞美術展「相愛ノヒト群」出品

1931第1回塊入社展「まどろみ」「春日夢」出
(昭和6)品。次女むつみ生まれる



展示1

「石膏像、木彫、ブロンズ像、陶彫の質感の違い」
一粘土で型をつくり、それを石膏像にする-

「ブロンズ一銭物流しこむ一」

「陶彫一土を焼いて作る感性豊かな面白さ-」



展示2

「伊達政宗騎馬像に関する作品資料」
展示3
「東京で展示した作品など」



「伊達政宗騎馬像」

合重二
伊達政宗
騎馬像の来歴


